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１ 背景 

１－１ スポーツベッティングの市場規模推移とその背景 

１－１－１ スポーツベッティングとは 

 スポーツベッティング（Sports Betting）とは、スポーツを対象に賭けを行うことで、例えば我が

国においては、競馬・競輪・オートレース・競艇の 4 つのレース競技においてスポーツベッティン

グが合法となっている。合法化されたのはそれぞれ、競馬が 1923 年、競輪が 1948 年、オートレー

スが 1950 年、競艇が 1951 年である。サッカーには 2000 年に始まったスポーツ振興くじ（サッカ

ーくじ＝toto）が存在しているが、その他のスポーツへのベッティングは非合法とされている。toto

はもともと日本プロサッカーリーグ（J リーグ）だけを対象にしていたが、2013 年から欧州サッカ

ー（ドイツ：ブンデスリーガ、英国：プレミアリーグ等）も賭けの対象となっている。その他、日

本プロバスケットボールリーグ（B リーグ）が toto の対象になる改正スポーツ振興投票法が 2020 年

12 月の参院本会議で可決、成立し、2022 年中にも新たなくじが導入される見通しとなった。その

他、日本プロ野球（NPB）、大相撲も対象に加えるかが超党派のスポーツ議員連盟や文部科学省を

中心に数年来の議論となっている。 

ヨーロッパ諸国やオーストラリア等では競馬・ドックレースのようなレース競技に加え、サッカ

ーやバスケットボール等のプロスポーツの他、数多くのスポーツへのベッティングが合法で行われ

ている。 

 

１－１－２ 世界のスポーツベッティング市場規模推移＆予測 

 

図 1 世界全体のスポーツベッティング市場の推移と今後の予測 

（出典：H2 Gambling Capital  2020 単位：＄billion） 
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世界全体のスポーツベッティング市場（※ここでの市場は市場流通額からユーザーへ払い戻した

額を差し引いた額を意味する）の推移を見ると、主にヨーロッパとアジアが市場を牽引してきてい

る。 

2003 年におけるスポーツベッティング市場の構図はアジアが 50％、ヨーロッパが 34％、北米が

7.3％のシェアであった。それから 16 年が経過した 2019 年はアジアが 48％、ヨーロッパが 39％、

北米が 5.5％とその割合は大きくは変わっていない。 

2020 年は新型コロナウイルス禍で一度下火になるが、2021 年以降 V 字回復を遂げた後は再び右

肩上がり傾向が続き、2025 年においては北米が 13.9％まで市場を占めると予測されている。 

 

１－２ 米国におけるスポーツベッティング 

１－２－１ 1992 年プロ・アマスポーツ保護法によるスポーツベッティングの禁止 

米国におけるスポーツベッティングは 1600 年代に広まり、1670 年に法律が成立したレース競技

の競馬が合法に行われてきた。 

1876 年に MLB・ナショナルリーグが発足したことをきっかけに、スポーツベッティングは盛ん

に行われたが、1919 年のワールドシリーズでの八百長疑惑（ブラックソックス事件）や、1989 年

には MLB 史上最高打者と呼ばれたピート・ローズ氏の永久追放事件を招いた事から、競技の純粋

性を損なうなどとされ、1992 年に米国連邦政府によりスポーツベッティングの主催を禁じる「プ

ロ・アマスポーツ保護法」(Professional and Amateur Sports Protection Act = PASPA)が制定された。 

この法律により、米国内では 1949 年からスポーツベッティングを法整備していたネバダ州、モン

タナ州、デラウェア州、オレゴン州の 4 州を除いたその他の州ではスポーツベッティングは競馬を

除き違法とされた。1992 年以後も合法的にスポーツベッティングが続いていた 4 州のうち、ネバダ

州では民間(カジノ)でのベッティング運営が許可されていたものの、他の 3 州では州運営のベッテ

ィングのみが許可されていた。 

一方で Internet Archive Wayback Machine 社の HP によると、個人が実在する選手を編成して架

空のチームを作り、各選手の実際の成績の合計点で勝負し勝者が賞金を得られる「ファンタジース

ポーツ(※１)」が 1960 年頃から主に NFL・MLB・サッカーで盛んに行われていた。これは実質的

なギャンブル（※２）ゲームであり、8,000 億円規模のスポーツベッティング市場となっていた。ま

た、PASPA によって違法とされたスポーツベッティングのブラックマーケットの規模は実に 10 兆

円規模に及んでいた。 

（※１）ファンタジースポーツの詳細は「1-5-1 ファンタジースポーツ」に記載 
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（※２）本論文ではギャンブルを最上位概念として、ギャンブルの中にベッティング、ゲーミン

グ(カジノ)、ロトを含む 

 

１－２－２ 2018 年プロ・アマスポーツ保護法の違憲判決 

PASPA によってスポーツベッティングが制限されていた状況の中、財政難から新たな財源を求め

ていたニュージャージー州が 2012 年に「スポーツベッティングは既に多くの州で（違法にではある

が）広く浸透しており、合法化しても社会的に実害はない」「連邦政府には州のスポーツベッティ

ングを規制する権限はない（憲法違反である）」等との立場から、州自治に干渉するのは違憲とし

て訴えを起こし、スポーツベッティングを合法化する法案を可決した。 

それに対し、4 大プロスポーツリーグと NCAA が同年 8 月、ニュージャージー州のスポーツベッ

ティング合法化は PASPA 違反であるとして訴訟を起こした。NCAA は“March Madness”と呼ばれ、

一大イベントであるバスケットボール全米大学選手権に出場する競技者がベッティングに関与する

などして八百長疑惑が発覚した場合、人気が凋落し、NCAA の大きな収益を失うことを懸念して訴

訟に加わったとされている。 

しかしながら、訴訟の結果、2018 年 5 月 14 日に最高裁判所は PASPA を違憲と認め、スポーツベ

ッティングの規制は州政府が行うべきとの見方を示したことで、事実上スポーツベッティングは解

禁となった。結果、州ごとにスポーツベッティング合法化の流れが進むようになった。州ごとに合

法化を決めていく中で、州運営の規制も州ごとに取り払われ、民間企業が広く運営できる流れがで

きつつある。なお、州を跨いでのベッティングは現在でも禁止されている。 

米国のスポーツ産業の市場規模は 55 兆円と推測されているが、そのうち違法のスポーツベッティ

ングが 16 兆 5,000 億円と言われており、今後米国のスポーツベッティング市場は急激な拡大が期待

されている。 
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１－２－３ スポーツベッティングに対する民意 

 

図 2 合法化直前期のベッティング/ギャンブルに対する米国意識調査 

（出典：YouGovPlc より筆者作成） 

2018 年 10 月に米国成人 1,500 人を対象に「連邦によるスポーツベッティング禁止に賛成か」と

いうアンケート調査が行われた。その結果は反対が 39％、賛成が 26％となり、スポーツベッティン

グの合法化を後押しする形となっている。 

また、種別ごとの回答を見ると、民主党内では反対が 41％、賛成が 26％、共和党では反対が

40％、賛成が 33％となり、いずれも反対意見が多数を占めた。また、白人、黒人、ヒスパニックの

人種別でも反対の回答が賛成の回答をいずれも上回っている。 

また「ギャンブルはモラル観点で受け入れているか」という質問に対しても「受け入れている」

という回答が 68％で、32％であった「受け入れていない」という回答を大きく上回っている。 

支援政党別の回答を見ると、民主党支持と共和党支持はそれぞれ 73％と 66％の割合で「受け入れ

る」と回答した。人種別で見ても、白人では 71％、黒人では 57％、ヒスパニックでは 56％の割合

で「受け入れる」と回答している。 
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１－２－４ スポーツ業界への利益還元と保護 

 

図 3 スポーツベッティング/スポーツ業界の利益還元/保護 

（出典：各社 IR 情報や調査会社 GamblingCompliance 社、H2 Gambling Capital 社、Eilers & 

Krejcik Gaming,社等のデータベースより筆者作成） 

スポーツベッティング業界に直接関連し、スポーツ業界へ利益還元/保護する施策としては、下記

の３つが挙げられる。 

１）事業者からスポーツ業界にロイヤリティとして支払うインテグリティフィー 

２）州政府がベッティング事業者に対してスポーツリーグの公式データ購入を義務付けるオフィ

シャルデータ規制 

３）スポーツリーグに自身がベッティング対象から除外されることを嘆願できる権利を授けるベ

ッティング除外嘆願権 

1 つ目のインテグリティフィーはまだ全州で導入はされていないが、オーストラリア等の一部で

存在している。 

2 つ目のオフィシャルデータ規制はミシガン州、イリノイ州等 3 州で導入されている。 

3 つ目のベッティング除外嘆願権はネバダ州、コロラド州等 10 州で導入され、多くの場合が州内

実施スポーツについて、リーグ側がベッティング禁止の嘆願を政府に提出することを可能としてい

る。  
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１－２－５ 州におけるスポーツベッティング法案の合法化プロセス 

 

図 4 州における法案の合法化プロセス 

2018 年の最高裁判所による PASPA 違憲判断は「連邦がまとめてベッティングを禁止すること」

が違憲であるという判決であり、「全州で合法」としたのではなく、「全州が州自治として自分で

決めてもよい」こととなった。 

そのため、スポーツベッティングが州憲法で禁止されている州等では、知事が合法化を認可した

後に国民投票で過半など各州の基準を満たして初めて州内で合法化されるため、州ごとに改めて合

法/違法の判断が下されることになる。 

米州における法案の合法化は、大きく分けて 6 つのステップに分類できる。 

初めに議会に法案を提出する。その後、上院/下院両方で審議・承認を受け、州知事によるサイン

を取得した後に州民投票を行い、票が集まれば合法化される。ただし、州民投票は合法化に際し州

憲法の改定が必要な時に実施する場合が多い。また、投票の有無は州毎によって異なる。州管轄に

て認可詳細等の決定を終えると、ライセンス認可を取得できる。 

 



7 
 

１－２－６ 州別のスポーツベッティング合法化の状況 

 

図 5 州別のスポーツベッティング合法化の状況（2020/11/11） 

（出典：H2 Gambling Capital 2020、GamblingCompliance より筆者作成） 

調査会社 Gambling Compliance の調査を基に筆者にて各州の合法化状況を整理すると、米国では、

2020 年 11 月 11 日時点でインディアナ州やニュージャージー州等の 20 州において州内の合法化及

び事業開始済、ルイジアナ州やミシガン州等の 6 州で州内での合法化済（事業未開始）と、計 26 州

においてスポーツベッティングが合法化されている(オンライン事業かリテール事業、どちらかが合

法化されていれば合法化済という定義のもとで各州の合法化状況を判断)。 

一方で、合法化が未定となっている州はテキサス州やウィスコンシン州等の 5 州、合法化が計画

中である州はカリフォルニア州やフロリダ州等の 20 州である。 

合法化計画中とされる 20 州でも委員会または議会等で議論は行われると思料され、これから合法

化ひいては市場のさらなる拡大が予想される。 
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１－２－７ 主要政党単位でのスポーツベッティング合法化状況 

 

図 6 オンラインスポーツベッティングに関する政党別の合法化状況 

（出典：H2 Gambling Capital、Gambling Compliance より筆者作成） 

オンラインスポーツベッティングに関しては、政党間で政策の偏りはなく、各州で民意や経済的

魅力に押されて合法化が進んでいる。 

議会提出済または審議・承認待ちの州は 30 州あり、うち共和党知事の州はテキサス州などの 18

州、民主党知事の州はカリフォルニア州などの 12 州である。 

詳細決定中は共和党知事の州がサウスダコタ州などの 2 州、民主党知事の州がバージニア州など

の 4 州となっている。 

また、実際にサービスが開始されているのは 15 州で、内訳は共和党知事のテネシー州などの 6 州、

民主党知事のニュージャージー州などの 9 州である。 
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１－２－８ 1 州への「事業展開」の仕組み 

 

図 7 1 州への「事業展開」の仕組み 

（出典： GamblingCompliance より筆者作成） 

スポーツベッティング市場参入の許認可取得には 3 階層あり、カジノ等との商業交渉や政府審査

通過が必要である。大手企業は類似業界実績をもって、複数州に展開する。 

カジノ等のライセンス保持者と事業者の契約においては、州ごとにカジノ等民間が認可権を保持

している。州政府が「ライセンス保持者は免許にあたるスキン(子ライセンス)と呼ばれるものを 3

社（3 アプリ）付与することが可能」等を規定している。各カジノ等はレベニューシェア等を条件

にスキンを付与するため、利益をもたらす企業（新市場で業績を挙げられると信用できる企業）や

関係が深い企業を選ぶ傾向にあると思料される。 

また、関係者へのヒアリングによれば、頭金は 1 州 1 アプリで目安として約 0.75～約 3 億円、運

用費は売上の 5%-20%等のレベニューシェアとなっている。また、5～10 年の長期契約で、年 0.5-1

億円程度の最低保証付きとなっており、レベニューシェア率もブランド力/実績で変化するとの証言

を得た。 

事業者のレベニューシェアが認可者の収益源であることから、認可発行数に限りがあることが主

因に、参入においては頭金に加えて、スポーツベッティング先進市場であるヨーロッパ・オースト

ラリア等国外実績がある企業が重視される傾向があると思料される。 

同じく関係者によれば、カジノと契約後、政府の詳細審査等を通過すれば展開が可能であるが、

スキン保持企業を買収してもシステム等含む認可審査はスキップできず、かつ既存サービスに加え

新規アプリを出す場合には別のライセンス契約が必要となるとのことであった。 
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１－２－９ スポーツベッティング合法化に伴う各州への税収面での影響 

 

図 8 合法化後の税収内訳（2018 年 5 月～2020 年 5 月） 

（出典：H2 Gambling Capital 2020 の各州事業者売上を参考に筆者にて税収推定） 

ライセンス取得後、事業者は売上の一部を税金として政府（連邦／州）に納める必要があり、献

金等も支払われている。 

税収に関しては、米国内でスポーツベッティングが合法化された 2018 年 5 月から 2020 年 5 月の

2 年間で、政府は約 247 億円以上を得ている。 

その内訳はニュージャージー州で 63.82 億円（全体の 28.4％）、ペンシルバニア州で 62.62 億円

（同 27.9％）、ネバダ州で 40.50 億円（同 18.0％）、デラウェア州で 22.25 億円（同 9.9％）、その

他の州から 35.31 億円（同 15.7％）等と推定され、ニュージャージー州とペンシルバニア州の 2 州

が半数以上の割合を占めている。 

このように、スポーツベッティングの合法化により連邦政府・州政府も恩恵を受けていることが

わかる。 
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１－２－10 米国におけるスポーツ別スポーツベッティング構成割合 

 

図 9 米国におけるスポーツ別スポーツベッティング構成割合（2019 年） 

（出典：H2 Gambling Capital 2020） 

米国においては、スポーツベッティングが合法に行われている州では、プロスポーツへのベッテ

ィングは基本的には合法化されており、全米大学体育協会リーグ（NCAA）へのベッティングは州

毎に判断が異なっている。 

米国内におけるスポーツベッティングの対象としては、米国 4 大プロスポーツのうち NFL（アメ

リカンフットボール、以下アメフト）が 31.3%、NBA（バスケットボール、以下バスケ）が 25.0％、

MLB（野球）が 17.2%と全体の 7 割を占め、NHL（アイスホッケー）がそれに次いでいる。 

 

１－３ 米国におけるスポーツベッティングの市場規模 

１－３－１ 米国スポーツベッティング市場流通額の推移 

 

図 10 米国スポーツベッティング市場流通額の推移 

（出典：H2 Gambling Capital  2020 単位：億円） 
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米調査会社 Eilers & Krejcik, DraftKings 社（以下 DraftKings）等各社資料によれば、米国におけ

るスポーツベッティングの市場流通額は 2015 年から 2017 年にかけては 7％と微増で、全体での規

模は約 5,000 億円程度に過ぎなかった。 

しかし、2018 年に PASPA が廃止となったことを皮切りに、2017 年の約 5,400 億円から 2019 年

には 1 兆 5,000 億円と、2 年間で約 2.8 倍に増加している。 

このように、スポーツベッティングの合法の流れは引き続き伸長し、2030 年頃には米国スポーツ

ベッティング市場は約 11 兆円規模になると予測されており、スポーツベッティングが米国スポーツ

産業の新たな潮流になる可能性は高いと思われる。 

 

１－３－２ 米国のスポーツベッティングにおけるオンラインの比率推移 

2018 年のスポーツベッティング合法化によって、米国内ではオンライン市場への IT 企業の参入

が本格的に開始された。 

 

図 11 米国スポーツベッティング オンライン比率の推移 

（出典：H2 Gambling Capital  2020） 

2014 年ではオフライン市場が 3,935.2 億円に対してオンライン市場は僅か 248.6 億円と 10 倍以上

の差があったが、2017 年にはオフライン市場が 4,164.3 億円でオンライン市場が 1,254.9 億円と 3.3

倍までに差を縮めた。 

また、2017 年から 2019 年の年平均成長率（Compound Annual Growth Rate = CAGR）はオフラ

イン市場が 36.5％に対して、オンライン市場の成長率は 142.8％と圧倒しており、2019 年にはオフ
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ライン市場が 7,755.6 億円でオンライン市場が 7,400.9 億円と、ほぼ同水準となるまでにオンライン

市場が成長している。 

そこで本研究は米国のスポーツベッティング市場の中でもオンラインスポーツベッティングに着

目したい。 

 

１－４ オンラインスポーツベッティングに関係する企業の業態 

１－４－１ スポーツベッティングに関わる IT 企業の種類 

 スポーツベッティングが実際に行われるまでの過程を分解すると、スポーツデータを取りまとめ

るデータプロバイダや、オッズ等特有な機能を開発する企業などが介在している。 

 

図 12 スポーツベッティング事業の全体像概略図 

オンラインスポーツベッティング販売に関わるこれらの企業は、大別して 4 つのステークホルダ

ーで構成される。 

1）ベッティングの対象となる米国 4 大プロリーグなどのスポーツリーグ 

2）各種スポーツリーグから発生するプレーをデータ化しスポーツベッティングで活用できる状態

にする Sportradar や IMG Arena などのデータプロバイダ 

3）ベッティング時のオッズ決済やコンプライアンス管理、セキュリティ管理等のシステムを開発

する Kambi・PlayTech・SBTech など、ベッティングを実際に行う事業者に販売・提供するバック

エンドシステム開発 

4）DraftKings や FanDuel など、スポーツベッティングを行うユーザーに向けにサービスを運

営・提供するオペレーター 

以下、上記 2）～4）について、その詳細を記載する。 
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１－４－２ データプロバイダ 

 データプロバイダにはスイスの Sportrader と英国の IMG Arena という大手 2 社が存在する。それ

ら 2 社の主な事業はデータ配信、Live ストリーム等である。 

また、それらのデータは NFL、NBA、MLB、ゴルフの PGA Tour、テニスの US Open 等の主要

スポーツリーグ・国際大会等から仕入れている。 

 

１－４－３ バックエンドシステム開発 

 バックエンドシステム開発を行う企業は、B to C 向けにサービスを展開するオペレーター向けに

スポーツベッティングプラットフォームサービスを提供する役割を担う。代表的な企業として挙げ

られるのが、欧州を拠点に活動する Kambi や Playtech、そして米国スポーツベッティング企業の

DraftKings が経営統合した SBTech である。 

これらの企業の主な役割は、リスク管理・支払勧告・ネットワーク管理・金融業務・不正防止等

のコンプライアンス管理等である。 

また、クライアント先は大手スポーツベッティング運営会社の DraftKings、888、Bet365、

William Hill などである。 

 

１－４－４ オペレーター 

 ヨーロッパではスポーツベッティング以外のカジノ・ポーカー、ビンゴ等に力が入れられており、

スポーツベッティングは数あるベッティングのうちの一部である。オペレーターの代表的な企業と

しては 888、GVC などがあり、スポーツ以外のベッティングにも力を入れている。 

 一方で、米国のオペレーター企業はファンタジースポーツが 過去の主たる事業であり、

DraftKings と FanDuel が台頭している。 

上記の 4 業態の中でもオペレーターは IT 企業の進出が著しいため、本研究ではオンラインスポー

ツベッティング市場の中でもオペレーターに着目する。 
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１－５ DraftKings 

１－５―１ ファンタジースポーツ 

 

図 13 ファンタジースポーツ 2015 年までの変遷 

ファンタジースポーツは参加ユーザー自身が選んだ選手でそれぞれの仮想チームを組成しコ

ンテストに挑み、リアルなスタッツを反映させて、チームの成績（獲得ポイント）を競い合う

スキルゲームである。 

ゲームの流れは下記である。 

１）自分で好きな選手を選び、仮想のチームを作る。 

２）実際の試合のスタッツに応じてポイントが付与される。 

３）最も獲得ポイントの高いチームを作ったユーザーが勝利となる。 

勝者は各ユーザーが支払った参加料を賞金として獲得できる。 
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1969 年、ベイエリアバーのアンディ・モサリーマス（Andy Mousalimas）氏がファンタジー

フットボールをバーに来る常連客とスポーツファンに提供したことで始まったとされており、

当初は各スポーツのシーズンを通してのスタッツを用いて競われていた。 

1980 年にはファンタジーフットボールに続き、ファンタジーベースボールが開発された。フ

ァンタジーフットボールと同じルールを使用して、チームを選び、シーズンを作り上げるファ

ンタジースポーツの人気が高まった。IT の進化につれ、ファンタジースポーツはオンラインに

移行し、アメフトや野球などのファンタジースポーツ主要スポーツに加え、バスケ、ホッケ

ー、ゴルフなどの他の人気のあるスポーツが追加された。 

2000 年代に入ってアプリ開発が進み、スポーツファンがスマートフォンやタブレットを使っ

てファンタジースポーツに参加できるようになり、シーズンのスタッツを通して競う遊びか

ら、1 日～1 週間くらいの短い期間でコンテストを行うデイリーファンタジースポーツという

遊びに変容していった。2006 年にはオンラインポーカーなど違法なインターネットギャンブル

施行法（Unlawful Internet Gambling Enforcement  Act = UIGEA）が法制化されたが、デイリ

ーファンタジースポーツには違法性がないとされ、2007 年にファンタジースポーツ LIVE が始

まり、ファンタジースポーツトレード協会（現：ファンタジースポーツ＆ゲーム協会）の推定

では 12 歳以上の 2,990 万人がオンラインファンタジースポーツに参加していた。  

2009 年にはテクノロジー発展に伴い FanDuel が先行してファンタジースポーツに参入し、

その後 DraftKings が 2012 年にサービスを開始して 2 番目に大きなプラットフォームへと成長

し、以降デイリーファンタジースポーツは急激な成長を遂げた。 

2014 年には DraftKings が 4,100 万ドルの資金調達、FanDuel がベンチャーキャピタルから

7,000 万ドルの資金調達をした。同年には DraftKings が MLB と NHL の公式パートナーに、

FanDuel が NBA の公式パートナーになるなどファンタジースポーツのプラットフォームがス

ポーツリーグとパートナーとしての関係を持つようになった。DraftKings はリーグとの関係拡

大だけでなく、当時市場 3 番目に大きかった DraftStreet を買収し FanDuel との差を詰めた。 
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１－５―２ 合法化後の公開シェア 

 

図 14 合法化後の公開シェア 

2019 年 1 月においてはともに米国企業の DraftKings と FanDuel の２社が米国スポーツベッティ

ングのオンライン市場シェアの 80.2％を占めていた。2 社はスポーツベッティング事業においては

オペレーターに当たるが、ともに消費者向けのベッティングアプリケーションを開発している企業

で、スマートフォンや PC などで直接課金を行っており、顧客情報に接触することが可能である。 

なお、DraftKings は上場企業、FanDuel は未上場企業である。 

 

１－６ 問題意識 

 上記のように、米国オンラインスポーツベッティング市場において、2019 年 1 月時点でのシェア

は DraftKings と FanDuel が 80.2％を占めており、この 2 社はカジノ由来ではない IT 関係の企業で

ある。 

なぜこの 2 社がこれほどまでのシェアを獲得できたのか。特に上場企業でありアカウンタビリテ

ィの高い DraftKings について明らかにすることは、今後の米国オンラインスポーツベッティングの

展望に対する示唆を得るために有用と考えた。 

 

１－７ 目的 

本研究は、2018 年米国スポーツベッティング合法化後の DraftKings の成長の軌跡を明らかにす

ることを目的とする。 
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２ 方法 

DraftKings について文献調査により以下の項目を調査した。なお、各 WEB サイトの参照日は巻

末の参考文献内に記載する。 

１） DraftKings の企業分析 

① 資本政策分析 

・DraftKings と MGM Resorts は 2017 年から 2020 年 9 月度第 3 四半期の決算資料を参照 

・Pointsbet は 2017 年から 2020 年 6 月期の決算資料（米豪含む）を参照 

・DraftKings Analyst Day Presentation(2020 年 3 月)を参照 

② 合法化後の各州での認可獲得過程 

 ・Open Secrets 社の WEB サイト“The Center for Responsive Politics”の関連記事を参照 

・Bloomberg の記事を参照 

・Legal Sports Report の記事を参照 

・State of Maine, Legislative Information Office の WEB サイトを参照 

③ 技術の獲得 

 ・FanDuel の WEB サイトを参照 

 ・Rush Street Interactive Investors Presentation（2020 年 10 月）を参照 

 ・William Hill の WEB サイトを参照 

④ ファンタジースポーツによる顧客基盤 

 ・DraftKings2020 年第 2 四半期決算説明会の音声資料を参照 

２） DraftKings をめぐる競合他社の動向 

① 各企業の概要及び、各州への進出状況 

・DraftKings、FanDuel、Rush Street、William Hill、PointsBet 社の IR 資料及び株価を 

参照 

・Gambling Compliance の WEB サイトを参照 
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 ・各州のスポーツベッティングに関するレギュレーションを各州の WEB サイトで参照 

・米国スポーツベッティング業界のオペレーター各社へのヒアリング（2020 年 7 月） 

・Eilers & Krejcik Gaming, LLC の WEB サイトを参照 

・H2 Gambling Capital 2020 の WEB サイトを参照 

② スポーツ団体へのスポンサードの状況 

 ・DraftKings の WEB サイトを参照 

・PointsBet の WEB サイトを参照 

・FanDuel の WEB サイトを参照 

 ・William Hill の WEB サイトを参照 

③ 米国周辺国の合法化状況 

 ・DraftKings の WEB サイトを参照 

 ・H2 Gambling Capital 2020 の WEB サイトを参照 

・Gambling Compliance の WEB サイトを参照 

④ ブランド認知の状況 

・DraftKings Analyst Day Presentation(2020 年 3 月)を参照 

・DraftKings Investor Presentation(2020 年 1 月)を参照 
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３ 結果 

３－１ DraftKings の企業分析 

 

図 15 ドラフトキングスの歩み 

（出典：DraftKings Analyst Day Presentation(2020/3) 

https://draftkings.gcs-web.com/static-files/f973bec8-59cb-43d5-9681-676566ea5c6e ） 

 

DraftKings は 2012 年創業で、米国・ボストンに本社を構える米国スポーツベッティング事

業者である。創業当初はデイリーファンタジースポーツを運営し、2017 年末時点で 930 万アカ

ウントを保持する等、全米で人気のサービスを作り上げていた。2018 年のスポーツベッティン

グ合法化後には当該事業にも参画し、利用者向けのサービスを提供するオペレーターを主要事

業として、2020 年 7 月時点で米国内 14 州に展開している。加えて 2019 年にはオンラインカ

ジノもサービスに追加し、ベッティング/ファンタジースポーツ/カジノ等、幅広いサービスを

1 ブランドで展開している。 

 

https://draftkings.gcs-web.com/static-files/f973bec8-59cb-43d5-9681-676566ea5c6e


21 
 

３－１―１ 資本政策分析 

３－１－１―１ SPAC を使った短期での上場 

 DraftKings は 2019 年 12 月に特別買収目的会社（Special Purpose Acquisition Company =  SPAC）

を使った短期での上場を実現させていた。 

SPAC とは、スポンサーと呼ばれる投資家が会社を設立し、未上場企業との合併・統合を前提に

機関投資家より通常１株あたり 10 ドルで資金を集めて上場する会社のことで、上場した時点では自

らは事業を行っていないペーパーカンパニーである。上場後に、株式会社から資金調達を行い、未

公開会社の買収を行う。運用者は合併・統合先にあたる未上場企業を探し、新たな事業会社として

再上場することで利益を上げることが目的となる。 

DraftKings は上場の際に M＆A によって、DraftKings のようなオペレーターにスポーツベッティ

ングのプラットフォームサービスを提供するバックエンド開発業者の SBTech を経営統合し、時価

総額を拡大させるとともに、技術獲得を行っていた。 

 

図 16 DraftKings 時価総額推移表 
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（https://www.macrotrends.net/  2021 年 1 月 7 日参照） 

DraftKings は SPAC(特別買収目的会社)を通じ 2020 年 4 月 23 日にナスダック上場を果たした。

4 月 24 日の初日には時価総額が 5.65 億ドルとなり、その後同年 9 月 14 日の ESPN との提携や同年

9 月 16 日の NFL ニューヨーク・ジャイアンツとの提携などが市場に評価され、同年 10 月 2 日時点

にかけて最高となる時価総額 22.70 億ドルを記録した。 

その後時価総額は一時下落するも、11 月 13 日には第 3 四半期の決算報告で 2020 年の予想売上が

5 億 4,000 万ドルから 5 億 6,000 万ドルと 2,000 万ドルの上方修正、 2021 年は 7 億 5,000 万ドルか

ら 8 億 5,000 万ドルと 1 億ドルの上方修正をし、2020 年 12 月 17 日時点でも 19.65 億ドルの時価総

額となり、上場初日の 4 月 24 日と比較すると 248%の高値となっている。なお、ナスダック総合指

数の 4 月 24 日－10 月 2 日時点の上り幅は 302%であり、市場からの評価の高さが伺える。 

 

３－１－１―２ SPAC の急増 

 2020 年に SPAC は急増し、年初から 12 月中旬までに 242 社が上場し調達額は凡そ 810 億ドル

（約 8 兆 4,000 億円）までに上っていた。SPAC と合併した企業は DraftKings をはじめ、宇宙旅行

ベンチャー、医療保険など多岐に亘った。また、SPAC は IPO と比較してもより短期間で株式公開

できることが魅力的ともされている。 

 新型コロナウイルス感染拡大の影響により金融緩和となり、世界の金融市場にはお金が溢れてい

ることも SPAC を後押しした。また、SPAC は元利金が確保されていることに加え IPO 時に普通株

に新株引権付証券が付いており、その商品性に魅力を感じる投資家も少なくない。 

 

３－１－１―３ SPAC のこれまでの実績 

2020 年 12 月 17 日時点で SPAC の上場が IPO 市場を押し上げ、前年比 2.6 倍の 447 社で調達額

は 1,655 億ドル（約 17 兆円）と過去最高を記録した。米投資調査会社のビスポーク・インベストメ

ント・グループの調べによると、近い将来における良好な買収案件の発掘への期待から SPAC の株

価は平均で 80％上昇し、買収を発表してない SPAC の株価も 20％上昇した。過去 2 年間に SPAC

で上場した 287 社のうち、公開価格から 10％以上下落したのは 6 社のみであった。 

また、2020 年は SPAC の買収先として成長株の多い業種である IT、ヘルスケア、一般消費財が 7

割を占めた。このような背景から、低金利時代の今日、SPAC のような低リスク・高リターン商品

に投資する流れができている。 

https://www.macrotrends.net/
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３－１－１―４ その他 SPAC で上場した事例－SPAC 傾向把握(日経) DraftKings 情報 

 SPAC での資金調達は著名人が投資することで資金を集めやすくするとされており、スポーツエ

ンターテインメント業界では小説『マネーボール』の主人公となった元 MLB 球団 GM のビリー・

ビーン氏が SPAC を設立し、500 億円以上を集めて上場した。 

2020 年に DraftKings が SPAC を活用しての資金調達に成功した一つの要因として、エンターテ

インメント界の重鎮であるハリー・スローン氏などが関与したことなどから資金が集まりやすくな

ったことが挙げられている。 

一方で、SPAC は未公開企業の買収が目的である実態のない企業のため、信頼性を疑問視する声

も上がっている。然しながら、コロナ禍においてウェブを活用した新しいスポーツの楽しみ方があ

り、デジタル分野に強いファンドなどがリーグ運営に関わることで付加価値も高められると期待さ

れている。 

 

３－１－１―５ 収益力分析 

 

図 17 売上及び EBITDA の主要 3 社比較 

（出典：各社 2017-最新 IR 
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（DraftKings と MGM Resorts は 2020/9 度 3Q、Pointsbet は 2020/6 締めの決算資料。米豪含む） 

 

DraftKings の売上は 2017 年から 2019 年にかけてそれぞれ 211.0 億円、248.9 億円、355.8 億円と

右 肩 上 が り に な っ て い る が 、 EBITDA（  = Earnings Before Interest Taxes Depreciation and 

Amortization。税引前利益に特別損益、支払利息、および減価償却費を加算した値）では-53.8 億円、

-64.7 億円、-108.5 億円と右肩下がりになっている。また、現在（2020 年３Q 累積）では EBITDA

は-632.4 億円であった。 

一方、MGM Resorts は 2017 年から 2019 年にかけて売上高が 1 兆 1,877.2 億円、1 兆 2,939.4 億

円、1 兆 4,189.6 億円で DraftKings 同様右肩上がりとなり、EBITDA においても 2,976.6 億円、

2,912.3 億円、5,769.4 億円と売上高に比例して右肩上がりになっている。 

 

図 18 売上及び原価/営業費用の主要 3 社比較 

（出典：各社 2017-最新 IR 

（DraftKings と MGM Resorts は 2020/9 度 3Q、Pointsbet は 2020/6 締めの決算資料。米豪含む） 

 

 売上高と原価/営業費用の関係性を見ると、DraftKings は売上が 321.5 億円に対して原価が売上の

半分以上の 206.0 億円となり、原価は決済費用、税金（売上額比例分）、ライセンス料、他ベンダ

ーのレベニューシェア等から構成されていた。また、販促費は売上の 100％を超える 333.6 億円、

開発費が 112.7 億円、一般管理費は役員や従業員向けに自社株を付与するインセンティブプラン等

に伴う株式報酬費（約 137.8 億円）で膨れ売上に近い 301.6 億円と、結果 632.4 億円の営業損失を出

していた。 
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MGM Resorts も売上は 4,035.4 億円に対して原価及び営業費用が 4,395.0 億円と 306.8 億円の営

業損失を出していた（費目ごとの内訳は非開示）。チャネル等（カジノ関連もしくは飲食関連）の

カテゴリーはあるものの、カジノ関連費用（約 1,317 億円）等が多額となっている。 

PointsBet は、費用構造は DraftKings と大きく変わらず、売上 56.4 億円に対して、原価 27.7 億

円、販促費用は 26.5 億円、開発費用で 4.5 億円、一般管理費で 2.6 億円、その他費用で 29 億円（人

件費や株主報酬費等の人材関連費等、人材関連費は約 23.2 億円）と 31.9 億円の営業損失を計上して

いた。 

 

３－１－１―６ 総合力分析 

 

図 19 主要 3 社における財務分析の比較 

（出典：各社 2017-最新 IR 

（DraftKings と MGM Resorts は 2020/9 度 3Q、Pointsbet は 2020/6 締めの決算資料。米豪含む） 

 

2020 年の自己資本利益率（ROE：Return on Equity）及び税引後利益率は、いずれの企業も利益

が出ていないことからマイナスとなっている。 

一方で総資本回転率は DraftKings が 0.11、MGM Resorts が 0.10、PointsBet が 0. 35 となった。 

貸借対照表を見ると、DraftKings 及び PointsBet は売上が増加中(回転率上昇要因)だが、キャッ

シュ増加等により回転率が低下していた。MGM Resorts は固定資産が元来大きくかつ新型コロナウ

イルスの影響で売上低下傾向であり、回転率も低下になった。 



26 
 

また、財務レバレッジ（自社の総資産が自己資本の何倍となるかを表した数値）を見ると、

DraftKings 及び PointsBet はそれぞれ 1.3 と 1.2 と低水準だが、MGM は 3.2 であり、借入の比率が

高いことが分かる。オンライン企業である DraftKings 及び PointsBet は市場評価向上等を利用し、

銀行借入ではなく株式市場で調達していると思慮される。 

 

３－１－１―７ バランスシート 

 

図 20 主要 3 社における貸借対照表の比較 

（出典：各社 2017-最新 IR 

（DraftKings と MGM Resorts は 2020/9 度 3Q、Pointsbet は 2020/6 締めの決算資料。米豪含む） 

 

 DraftKings の貸借対照表を見ると、流動資産 1,634 億円のうち現金が 1,255 億円（顧客のデポジ

ットは別管理で 283 億円程度）で、新株を発行することで株式市場において資金調達をしていた。

これにより固定資産が 1,189 億円と、資産保有額は 2823.3 億円となり、全体の資産の比率では

77.7％が純資産であった。また、前述の通り多くが販促費になる可能性が高く、キャッシュが売上

高に直結しないことから、貸借対照表の構成上、資本回転率を下げる要因にもなっていた。 

MGM は流動資産 6,804.9 億円、固定資産 3 兆 3,900.3 億円、流動負債 3,043.5 億円、固定負債 2

兆 4,788.9 億円、純資産 1 兆 2,872.9 億円と、リテール事業を含む企業であることから固定資産が重

く、設備のみで 1.6 兆円と、資産全体の 83.2%を占めていた。また、それらの資金調達として 1.3 兆

円を長期負債で調達した。そのため、固定負債等を軸に資産額が多くなっている。 
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PointsBet は流動負債 109.6 億円のうち現金で 108 億円程度を保持し、その多くは株式で調達して

おり、DraftKings と類似する構造になっていた。固定負債 52.6 億円、流動負債 19.8 億円、固定負

債 9.4 億円、純資産 132.8 億円になり、純資産比率が 81.9％と高い比率となっていた。 

 

３－１－１―８ 各社キャッシュフローと調達 

 

図 21 主要 3 社におけるキャッシュフローの比較 

（出典：各社 2017-最新 IR 

（DraftKings と MGM Resorts は 2020/9 度 3Q、Pointsbet は 2020/6 締めの決算資料。米豪含む） 

 

DraftKings のキャッシュフロー（以下：CF）を見ると、営業 CF-265.4 億円、投資 CF-232.8 億

円、財務 CF1,667.5 億円となり、事業と投資（買収等）の資金流出を資金調達でカバーして期首残

高 84.2 億円、期末 1,255 億円であった。上場及び上場後に主に株式で調達していた。 

MGM は営業 CF-1,374.6 億円、投資 CF2,498.7 億円、財務 CF1,363.8 億円で、借入金返済等をし

ながら長期借入（2,255 億円）によって調達したり、施設業（Mandalay Bay と MGM Grand Las 

Vegas）等を売却したりすることでキャッシュを確保し、期首残高 2,562.6 億円、期末 5,053.3 億円

で終えていた。 

PointsBet は営業 CF-22.7 億円、投資 CF-16 億円、財務 CF88.7 億円と、DraftKings と同様に株

式で資金調達することで事業活用または投資を先行させて、期首残高 56.9 億円、期末 108.3 億円で

着地していた。 
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３－１－１―９ KPI 分析 

 

図 22 DraftKings と PointsBet の KPI の比較 

（出典：各社 2017-最新 IR 

（DraftKings と MGM Resorts は 2020/9 度 3Q、Pointsbet は 2020/6 締めの決算資料。米豪含む） 

 

DraftKings と PointsBet の KPI を 2018 年と 2019 年とで比較すると、DraftKings は課金者数が

14％増に対して、月次課金単価が 26％増と、課金単価が成長ドライバーとなり、売上は 43％増の

356 億円になった。また、PointsBet は登録者数が 2018 年から 2019 年にかけて 254％増、2019 年

から 2020 年にかけて 73％増となり登録者数が成長ドライバーになった。 
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３－１－１―10 市場評価 

 

図 23 主要 3 社における事業価値の比較 

（出典：各社 2017-最新 IR から作成※） 

※DraftKings と MGM Resorts は 2020/9 度 3Q、Pointsbet は 2020/6 締めの決算資料。米豪含む 

 

DraftKings の事業価値は売上 429 億円の 53.7 倍にあたる 2 兆 3,013 億円、PointsBet は売上 56 億

円の 10.8 倍に当たる 608 億円であった。それに対して、MGM は売上 5,381 億円の 3.5 倍に当たる

1 兆 8,847 億円となっていた。 

オンライン事業者である DraftKings や PointsBet は将来のキャッシュフローを期待され、旧業態

の MGM よりも高い評価を受けていた。特に PointsBet は 2020 年 6 月期の決算発表をもって時価

総額が大きく上昇し、同年 12 月 18 日の時価総額は 1,834 億円であった。2020 年 6 月末までの年間

売上でマルチプルを取ると 32.5 倍であった。 
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３－１―２ 合法化後の各州での許可獲得過程 

３－１―２―１ DraftKings のロビイング 

 

図 24  DraftKings のロビイング 

（出典：Open Secrets 社 The Center for Responsive Politics より筆者作成） 

 

DraftKings は、2019 年、ロビイングにおいて年間約 42 万ドル（4,600 万円）を費やしていた。 

その内訳は下記の通りであった。 

１）スポーツベッティング関連（税/規制メインでの調査/署名活動と推測）と、2020 年において

はコロナ救済政策ロビーも行い、24 万ドル（企業例：インヴァリアント(Toyota/Apple 他)） 

２）スポーツベッティング関連に 12 万ドル（企業例：スレイマンコンサルティング(Alphabet 他)） 

３）ファンタジースポーツ関連に 6 万ドル（企業例：ダンケル・ガバメントリレーション(AT&T

他)） 
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３－１―２―２ ギャンブル業界内企業の選挙献金 

 

図 25 ギャンブル業界内企業の選挙献金 

（出典： The Center for Responsive Politics） 

ギャンブル業界内企業からの選挙献金は年々拡大しており、2014 年の 2,470 万ドルに対して、

2016 年に 7,340 万ドル、2018 年には 8,810 万ドルに増加している。 

一方、ベッティング事業者ではなくライセンスを付与されるギャンブル業界内企業の政治献金

8,810 万ドルのうち 80.3％に当たる 7,076 万ドルがカジノからの献金で占められており、残りはトラ

イブカジノ（※）やその他からの献金となっている。 

（※）トライブカジノとは・・・2013 年の統計情報によれば、米国全体には約 300 万人の先住民族

が残り、このうちカリフォルニア州には米州として 2 番目に人数が多い約 33 万人が暮らしている。

先住民の収益獲得手段として、彼らの土地でのカジノ運営の認可が 1988 年の Indian Gaming 

Regulatory Act という連邦法に定められている。また、過去の西部開拓/侵略の歴史背景等から、特

別に配慮されている。なお、権利自体が連邦法で認められているため、共和党/民主党の支援傾向は

分かれている。 
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３－１―２―３ ギャンブル業界内企業のロビイング額 

 

図 26 ギャンブル業界内企業のロビイング額  

（出典：The Center for Responsive Politics） 

ロビイング額は選挙や時勢に応じて大きく上下せず、基本活動として継続支出されていた。 

2019 年におけるギャンブル業界企業のロビイング額は 3,530 万ドルであった。その内訳を見ると、

トライブカジノが 2,470 万ドル、カジノが 570 万ドル、競馬事業者が 110 万ドル、ベッティング事

業者が 150 万ドルであった。なお、トライブカジノの金額が大きくなっているが、これは実施団体

が他業態の 5-13 程度より多い 135 団体であるためで、1 社当たりの金額は少ない。 

また、トライブカジノの献金 135 団体のうち 5 団体をサンプリングしてその傾向を見ると、ロビ

イングの内訳は下記の 2 点であった。 

１）カジノ権益の拡大/保護(各調査や署名活動、自社へのライセンス付与等について) 

２）その他の自身の権益保護と拡大(自治できる土地の拡大等) 

 

３－１―２―４ ニュージャージー州における合法化の状況 

2019 年時点でのニュージャージー州の人口は約 890 万人と、米国 11 番目に多い人口であり、政

権は 2018 年～2022 年は民主党フィル氏が務める。 

ニュージャージー州は合法化の契機を作った、スポーツベッティングに積極的な州である。ネバ

ダ州等がベッティング合法州であったことから、2012 年に共和党のクリス知事が違法市場は不健全

であること等を理由に、州民投票でも 2：1 の賛同を得たことで、連邦法に反しスポーツベッティン

グを合法化した。 
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その後に連邦法違反で起訴され、一審/控訴審で敗訴したが、前述のように 2018 年 5 月に行われ

た最高裁で勝訴したことで PASPA は廃止され、これが州ごとのベッティング合法化の契機となっ

た。 

2018 年 5 月にニュージャージー州での合法化にサインをしたのは現職の知事である民主党のフィ

ル氏で、事業者への増税なども実施し、制度に前向きであった。 

 

図 27 ニュージャージー州／ニューヨーク州を跨ぐ電車での広告 

（出典：Bloomberg） 

このようにニュージャージー州では合法化されたものの、州を跨いだベッティングは禁止されて

いるため、州を一歩出るとスポーツベッティングのサイトには入れない仕様になっている。 

そのため、近隣他州居住者はニュージャージー州内を行き来する電車内でベッティングをしたり、

毎週現地に泊まって遊ぶ文化が生まれる等、米国民から大きな反響があった。 

これは全米のメディアでも話題を集め、他州の合法化意欲向上にも貢献したと推測される。 

 

３－１―２―５ カリフォルニア州における合法化の状況 

カリフォルニア州は 2019 年時点で人口が約 4,000 万と米国で最も多い州であり、民主党ニューソ

ン知事が 2019 年～2023 年の政権を握る。 

カリフォルニア州では 2019 年 1 月に民主党のドッズ氏を中心に法案が提出され、上院委員会で検

討が開始された。当初は既得権益を持つ保守層も多く低調であった。 

2020 年 6 月 3 日に上院委員会を通過し、以降は上院の別委員会での審議へまわることとなった。

背景には新型コロナウイルスの流行による歳入ニーズの高まりと、支持増加があった。ドッズ氏は

合法化の価値は違法市場の淘汰・顧客保護としていた。 
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結果として 2020 年 6 月末に現地トライブカジノ等反対が根強く、合意形成ができていないことを

主要因に、法案は棄却された。同州では合法化に際しては国民投票が必要となるが、スケジュール

観点で 2020 年 11 月に予定されていた国民投票に当該合意形成が間に合わないと判断されたのであ

る。 

このように法案通過はできず棄却となっているが、引き続き合法化へ向けた検討は継続され、機

運醸成も徐々に進んでいくものと推定される。 

 

３－１―２―６ カリフォルニア州における政治的議論の詳細 

 

図 28 カリフォルニア州における政治的議論の詳細 

（出典：Legal Sports Report） 

カリフォルニア州においては、伝統的に先住民の収益源として運営が許可されているトライブカ

ジノの勢力が強く、民間企業のスポーツベッティング参入により彼らの権益が阻害される懸念があ

ることから合法化には反対の声が大きい。 

反対勢力は今後、法案廃止のロビイングに加え、トライブカジノ/競馬場が「場での」スポーツベ

ッティングだけ開催できる新法案の署名を開始していくと想定される。 

一方で、合法化賛成勢力は民主党のドッズ氏・グレー氏等で、新型コロナウイルスの打撃後、同

州ハワイアンガーデン群やコマース群の市政担当官等も続々と支持を表明した。彼らの賛成理由と

しては収入源の獲得、違法スポーツベッティング市場の淘汰(顧客保護)等であるが、今後のアクシ

ョンとしては法案通過の手続きが必要であり、まだ反対勢力は強く、時間がかかるものと推測され

ている。 
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３－１―２―７ メーン州における合法化の状況 

2019 年時点でのメーン州の人口は約 135 万人で、民主党ジャネット知事が 2019 年～2023 年の政

権を握る。 

メーン州では上/下院で法案が通過したものの、ジャネット知事が広告の未成年への影響等、顧客

保護の観点から疑念を抱き、リスクを取ってまで得る価値があるのか、という収益計画への疑念も

あり、サインを拒否した。 

同州では再投票制度があり、上下院両方で 3 分の 2 の賛成があれば知事の決定を覆し立法できる

が、上院では 3 分の 2 を達成したものの、下院で未達のため棄却され、ペンディングとなっている。 

 

３－１―２―８ 議事録からみる合法化議論 

 

図 29 議事録からみる合法化議論-メーン州 

（出典：State of Maine, Legislative Information Office） 

ここではメーン州におけるスポーツベッティング合法化議論に関し、議事録から関係者の意見と

知事の法案拒否詳細コメントを紹介する。 

なお、議会を通過した法案 LD553 の基本内容は下記である。 

1)オフラインスポーツベッティングは、カジノやトライブ、場外販売業者(Off-Track Betting ＝

OTB)等に広く認可する。 

2)オンラインスポーツベッティングは、上記に加えて「その他のゲーミング業者」(DraftKings

等)が認可範囲に加わっている。 

3)オンラインスポーツベッティングは、場での会員登録等は必須になっていない(記載なし)。 

4)税率は、オンラインスポーツベッティングは売上の 16%、オフラインは 10%となっている。 
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ベッティング事業者である DraftKings や FanDuel は賛成の意思を表明し、幅広く認可対象先を希

望している。一方で地場カジノである Penn National Gaming Inc.や Sanford OTB は法案に賛成して

いるが、認可の対象先は自団体のみと限定的であった。これらの意見をジャネット知事に提出した

ものの却下された。 

DraftKings と FanDuel は法案賛否には賛成し、認可対象は幅広い団体へ認可し競争性を生み出せ

る環境を希望した。更に税においては低率を希望した上でオンラインでのスポーツベッティングに

賛成した。 

一方で、PENN national と Sanford OTB は法案に関しては賛成を示したものの、認可対象は限定

的であるべきと主張した。税においては、ベッティング事業者と同様の低率を希望したが、オンラ

インでのスポーツベッティングは認可対象同様限定であるとした。 

 

３－１―２―９ ベッティング事業者としての DraftKings の意見 

 

図 30 ベッティング事業者としての DraftKings の意見 

（出典：State of Maine, Legislative Information Office） 

DraftKings は違法市場淘汰のために、徹底したオンライン事業開放と健全な競争拡大を主張して

いた。 

DraftKings のシニアマネージャーであるクリストファー・チポーラ氏は、メーン州で人口の約

20％に当たる 27 万人超が年間に約 6 億ドル(660 億円)以上を違法市場でベッティングをしているこ

とから、違法市場を排除するメーン州の合法化プロセスに賛成し、多くのオペレーターが事業を出
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せるようにすべき（競争拡大すべき）という観点から、幅広い認可を求めた。また、ユーザーの選

択肢が増えることで顧客体験は増加し、競争により良いサービスが生まれると考えていた。 

税については、違法企業は税金を取られず競争力も高いため、税率は一定に抑えて競争力を保つ

ことが大切であるとして低率を希望した。 

そして、オンライン賛否についてはニュージャージー州を例にとり、同州のスポーツベッティン

グの 80%以上がオンラインであり、実現できなければ利益創出も違法市場淘汰も難しいとして賛成

を表明していた。 

その他、会員登録の際には、カジノ側が提案する「カジノに行って会員登録」という形にはすべ

きではないとしていた。また、カジノに行っての会員登録は顧客体験の悪化に繋がりかねないと懸

念を示す一方で、セキュリティ面において同社であればオンラインでの顧客保護も十全に可能であ

ると意見した。 

 

３－１―２―10 地場カジノ等の意見 

 

図 31 地場カジノ等の意見 

（出典：State of Maine, Legislative Information Office） 

Penn National 等の地場カジノは、自社のみに対してのライセンス付与や特権付与を推奨していた。 

Penn National 副社長のジェフ・モリス氏はスポーツベッティングを複数州のカジノで運営してい

るが、これはカジノの来訪者や購買を増加させる事業であるとして法案に賛成した。認可対象は自

団体のみ等限定的であるべきだとした上で、カジノはメーン州に存在し、雇用も生むことから、ラ

イセンスはカジノにのみ付与されるべきであると主張した。 
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税については、違法市場で 1,500 億ドル(約 16.5 兆円)以上との情報もあるが、参加者が税も払わ

ず事業に投資している点や、スポーツベッティング自体、オッズにより損をするリスクもあり、か

つ高い税率を課すことは合法事業者を弱めるとの考えから、他の州同様 1％台の低率の課税が妥当

だとした。 

オンライン賛否については、カジノのみのオンライン事業運営に賛成した。また、認証強化のた

め、会員登録のためにカジノへ来てもらう仕組みにも支持をしている。 

 

３－１―２―11 市民や団体の意見 

市民や各関係団体も、独自の視点でスポーツベッティング合法化に対する意見を公開していた。 

メーン州オクスフォード群ポーター町の町長であるダン・デイビス氏は、「ロビイストではない

ので、個人としての自由な発言をする」という前提で、次のように述べた。 

「カジノのみに認可を絞っている法案等は論外である。コミュニティを活発化させたいならトラ

イブカジノを含めて広く認可すべきだ。もちろん、トライブカジノは商圏が小さく経済利益は限ら

れると考えている。いずれにしても今の委員会時点での法案は得をする人が限られており、州がお

金を儲けたいだけに見える」。 

また、Hospitality Maine(メーン州飲食/宿泊協会)のグレッグ・デュガル氏は、次のように述べた。 

「飲食業/宿泊業としては賛成である。スポーツベッティングが活発化されることで、施設での顧

客滞在時間が増え、ベッティングの結果が分かるまで食事やメーン州の冷たいクラフトビールを飲

んでくれる機会が増えるかもしれない。また、当然ながら雇用にも繋がる」。 

 

３－１―２―12 知事の法案却下に際してのコメント詳細 

民主党ジャネット知事の Veto Letter(拒否通知書)は次のような内容であった。 

「法案については違法市場淘汰のよい試みであると確信しているが、一方で、本試みに対してメ

ーン州の大部分の方の準備ができているということにはまだ納得できていない」。 

その理由として次の 3 点を挙げている。 

①違法市場の淘汰と、若者等が被る損失を最大限抑えるバランスを取る最適解を、他州の事例を

参考に精査することで見つけ出す必要がある。 

②オンライン事業者が個人認証機能を持つものの、アグレッシブな広告も流しており、リスクを

負えない若者/家族を巻き込むかもしれない。 
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③売上も不確である。 

今後の動向として、この決定が議会で覆されるか、法案が再提出されるかの見通しはまだ立って

いないが、引き続き行政は支援していくとしていた。 

なお、その後は、議会で覆されずペンディング/実質中止状態が続いている。 

 

３－１―３ DraftKings の技術の獲得及びコンテンツの特徴 

３－１―３―１ 技術優位/AI 活用などの事例 

 

図 32 データサイエンスを利用しパーソナライズされた DraftKings の UI 

（出典：DraftKings Analyst Day Presentation(2020/3) 

 https://draftkings.gcs-web.com/static-files/f973bec8-59cb-43d5-9681-676566ea5c6e より筆者作成） 

DraftKings の UI を見ると、データサイエンスを積極的に活用し、サービスの多くの箇所でパー

ソナライズして、ユーザーにおすすめの対象ゲーム、デポジット額などを表示する機能などが存在

していた。 
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図 33 DraftKings アナリスト向け資料内 SBTech の基盤一覧 

（出典：DraftKings Analyst Day Presentation(2020/3) 

https://draftkings.gcs-web.com/static-files/f973bec8-59cb-43d5-9681-676566ea5c6e ） 

 

 また、DraftKings はオッズの設定や決済システムを扱う SBTech の技術を買収により獲得し、支

払金やオッズの設定等やオペレーターによって決められたスポーツ、リーグ、およびベットタイプ

のコンボでの賞金の強化など戦略とリスク管理においてサービスを提供していた。 

SBTech は 2007 年にブルガリアで設立されたゲーミングプロバイダーで、１か月に 25,000 を超

える試合に対するスポーツベットのバックエンドシステムを提供している。 

DraftKings はまた、月 3 万以上の試合を扱うことや 2,000 以上の独自のベッティング市場での専

用価格設定を可能にするなどしているが、獲得したこの SBTech の技術を独占せず、世界各国のベ

ッティングオペレーターに提供することで、スポーツベッティングにおけるバックエンドシステム

の領域でも収益を得ていた。 

 

３－１―３―２ コンテンツ 

 DraftKings の提供コンテンツを調査すると、米国 4 大プロスポーツをコンテンツとして取り扱い、

LIVE 映像の提供を行っていた。また、LIVE 映像を使ったライブ中継を見ながらベッティングでき

るインプレイベッティングができる機能を有していた。 
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競合他社のサービスにおける提供コンテンツを調べると DraftKings と同様に米国 4 大プロスポー

ツをコンテンツとして取り扱い、LIVE 映像の提供を行っていた。 

ユーザーインターフェースの比較を行うと、各スポーツにカテゴリー分けされている点、現在行

われているベッティング対象のスポーツの試合が分かり且つそれらのベッティング状況が可視化さ

れている点、自身が実際にベッティングしている対象スポーツが分かる点などにおいて共通してい

た。 

 

図 34 DraftKings の UI 

（出典：DraftKings Analyst Day Presentation(2020/3) 

https://draftkings.gcs-web.com/static-files/f973bec8-59cb-43d5-9681-676566ea5c6e ） 
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図 35 FanDuel の UI 

（出典：FanDuel 公式サイト https://www.fanduel.com/sportsbook-in ） 

 

図 36 Rush Street の UI 

（出典：RUSH STREET INTERACTIVE 2020/10 

https://s26.q4cdn.com/794539746/files/doc_presentations/2020/RSI-Investor-Presentation-15-Oct-

2020.pdf より） 
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図 37 William Hill の UI 

(William Hill 公式サイト https://www.williamhill.us/nv-download/より) 

 

３－１―４ DraftKings のファンタジースポーツによる顧客基盤 

 DraftKings はファンタジースポーツの顧客において、930 万以上のアカウント数を抱えていた。 

そして、そのアカウントに対して、スポーツベッティングやカジノのサービスを利用できるように

促していた。 

同社 CEO のジェイソン・ロビンズ氏のコメントで、DraftKings はスポーツベッティングがまだ

合法化されていない州において既に潜在的な顧客を抱え、高い認知度と信頼を得ていることから、

今後他社と差別化を図れるとの発言があった。 

以下、コメント全文を記載する。 

「ブランドと顧客体験に注力し、顧客にとって楽しく、使いやすく、魅力的、この 3 つが鍵とな

ると考え、展開するすべての機能に対し多くの測定基準を設け、何がうまくいっているのか、何が

うまくいっていないかを、テストすることで確認しています。 
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 2020 年第 3 四半期の NBA、MLB などの主要スポーツの再開や、NFL のシーズン開幕により、顧

客エンゲージメントが上がっています。 

 第 2 四半期は、DraftKings の長期戦略の重要な要素であるコンテンツと製品の開発を続けました。

新型コロナウイルスの感染拡大によりスポーツイベントが中止、または延期される中で、既存ユー

ザーのエンゲージメントを維持する上で非常に重要な役割を果たしました。ザ・マッチⅡでは、ス

ポーツがほとんど行われていない時期に、ユーザーを巻き込むためにコンテンツを強化し、統合と

顧客エンゲージメントの面で新境地を開拓、放送ではイベント優勝者のライブ広告が表示されただ

けでなく、新しいゲーム市場が登場しました。ザ・マッチⅡは、過去最大のゴルフベッティングデ

ーであり、同様の統合コンテンツの可能性のほんの一歩に過ぎないと考えています。 

DraftKings は e スポーツの提供を大幅に拡大し、この業界で急激な成長を遂げました。また、人

気の高いシミュレーションゲームを追加し、アプリ内にスポーツのストリーミング配信を開始し、

非常に人気の高い機能となりました。 

これらの競争上の差別化要因は次のとおりです。 

・モバイルファーストの DNA と顧客体験の執拗な焦点 

・独自の垂直統合テクノロジープラットフォーム上に構築されたユーザーを引きつける開発への

取り組み 

・オンラインスポーツベッティングおよび iGaming をまだ合法化していない州においての潜在的

な顧客とブランド認知度と信頼 

・新しい管轄区域に迅速かつ効果的に参入できる実証済みのテクノロジーに利用しているサービ

スまたはその関連品を販売するクロスセルに関したデータサイエンスと機能 

・マーケティングマシンを運用する力 

これらの強みは、デイリーファンタジースポーツのオペレーターとしての役割を果たし、デジタ

ルスポーツエンターテインメントおよびゲーム会社としての差別化にも繋がります。 

DraftKings のビジネスモデルは、デイリーファンタジースポーツのデータベース、ブランド認知

度、マーケティング力、既に利用しているサービスまたはその関連品を販売する力により顧客生涯

価値である LTV（ = Life Time Value）によりユーザー1 人あたりの経済性（採算性）を証明しまし

た。 

一部のスポーツがスケジュールを再開したことで、5 月下旬から 6 月にかけて DraftKings から提

供される複数の商品に一月あたりいくら課金をしているかを示す指標 MUP（ = Monthly Unique 
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Payers）が改善しました。一方、MUP における月間平均収益を示す ARPMUP は第 2 四半期に

51％増の 63 ドルとなり、2019 年同期の 42 ドルから 51％増となりましたが、これは当社の収益構

成を変化させました」。 

 

３－２ DraftKings をめぐる競合他社の動向 

３－２－１ 各企業の概要及び、各州への進出状況 

 

図 38 シェア上位のベッティング事業者概要 

（出典：各社 IR 及び株価、GamblingCompliance） 

オンライン販売事業者の米国各州への進出状況を調査した結果、米国のスポーツベッティング市

場におけるマーケットシェア上位 5 社は図 38 の通りで、同じ米国ファンタジースポーツを由来とす

る会社が 1 社、米国カジノ由来の 2 社、海外スポーツベッティング由来の 1 社である。 

5 社の州毎の販売ライセンス保有数は 9～16 州であった。 

DraftKings は 14 州に事業展開し売上高が 484 億円であり、上場当初と比較すると株価は約 3 倍

の時価総額 2.0 兆円となっていた。FanDuel は 16 州に事業展開し売上高 508 億円、William Hill は

14 州に事業展開し売上高 171 億円、PointsBet は 12 州に事業展開し売上高 5.2 億円であった。 

 このように、5 社の中でも DraftKings と FanDuel の 2 社が米国スポーツベッティング市場を牽引

しているが、このうち FanDuel には英国でベッティング事業を行っている Flutter が出資しており、

その他の 3 社の中でも William Hill は英国の企業、PointsBet はオーストラリアの企業と、シェア上

位 5 社に他国の企業が入っていた。 
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また、マーケットシェア上位による M&A の動きも見られた。2016 年 11 月、ファンタジー

スポーツ業界では合理化によって規制や訴訟対応における費用の削減を図るために、

DraftKings と FanDuel が経営統合を発表した。しかし翌 2017 年 6 月連邦取引委員会（FTC）

が、独禁法に抵触するとし合併を阻止するための仮差し止め命令を出した。FTC は、２社の経

営統合により、米国デイリーファンタジースポーツ市場の 90％を獲得し独占的な立場になると

し、同年 7 月に合併は正式に中止された。両社は和解金としてマサチューセッツ州司法長官事

務所にそれぞれ 130 万ドルを支払い和解した。 

 

３－２－２ 各州への進出状況 

表 1 各企業が進出している州の商圏規模の比較 

 

（出典：各州レギュレーション、各社ヒアリングから著者作成 2020/7 時点） 

米国スポーツベッティング市場におけるシェア上位 5 社は合法州の多くでライセンスを確保して

おり、展開州数に大きな差は見られない。 

基本的に上位 5 社はカジノとサブライセンス(スキン)契約を有利に結ぶことができる力関係にあ

り、中長期的にはアクセス可能な州に大きな差はつかない可能性が高い。 
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中でも、DraftKings は 14 州に事業展開しているが、うちニューハンプシャー州に限っては 1 社独

占のレギュレーションであり、DraftKings を同州の規制当局が選定したことで、同州におけるオン

ラインスポーツベッティングサービスを独占している。 

William Hill は同社の 2019 年度の年次報告書において、24 州へのスポーツベッティング市場アク

セスを米国のカジノ大手・Eldorado Resorts 等とのパートナーシップを通じて確保済との記載があ

り、他社と同様に現在の 14 州から順次展開州が拡大されることが想定される。なお、24 州が個別

にどこの州なのかは開示されていない。 

 

３－２－３ オンライン事業のスポーツベッティング市場シェア 

 

図 39 オンライン事業のスポーツベッティング市場シェア(2019/12) 

（出典： GamblingCompliance、Eilers & Krejcik Gaming, LLC、H2 Gambling Capital 2020） 

（2019/1 時点のシェアは最初に市場開放したニュージャージー州のみ。2019/12 時点のシェアは

オンライン合法州のうちデータ公開州における売上高を足し合わせた推定。具体的にはオンライン

サービス展開済 14 州のうち 7 州での競争状況を算入(ニュージャージー/ペンシルバニア/インディ

アナ/アイオワ/ウェストヴァージニア/ロードアイランド/オレゴン州)。コロラド/コロンビア特別

区/テネシー/ニューハンプシャー州はサービス開始から日が浅い/コロナにより延期したためデータ

なし。ネバダ/ミシシッピ/モンタナ州のオンライン売上詳細は 2020/12 時点未公開） 

米国オンラインスポーツベッティングにおけるオペレーターの市場は 2019 年 1 月の 17.1 億円か

ら、2019 年 12 月末は 64.2 億円に増加していた。 
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背景で紹介したように 2019 年 1 月にはマーケットシェアの 80.2％を占めていた DraftKings と

FanDuel の２社は、同年 12 月には FanDuel が 37.5%、DraftKings29.3%と、合計で 66.8％までに

シェアを落としていた。また、DraftKings は FanDuel に逆転を許していた。その他、8.1%の Rush 

Street、6.7%の William Hill、4.9%の PointsBet を加えた計 5 社で上位 86.5%を占めていた。なお、

Rush Street、William Hill、PointsBet の 3 社のシェアは月次で順位が変わるほどの接戦となってい

た。 

 

３－２－４ カナダにおけるスポーツベッティング合法化状況と米国からの進出気配 

カナダでは 1990 年初頭にスポーツベッティングが合法化され、政府運営下に限りスポーツベッテ

ィングや競馬が合法になっている。但し、スポーツベッティングはパーレイ（通常のベッティング

のように１レース・試合に賭けるのではなく、多くの競技・試合の結果を予想する形）のみとなり、

大きく制限されている。  

そのような状況下、2020 年 11 月、カナダの法務大臣デイビッド・ラメッティ氏がシングルイベ

ントベッティング禁止を撤廃するために連邦法を改正する旨の法案を提出した。 

提出までに至る目的・背景には、非合法市場に流れている資金の管理と、米国国境に近いウイン

ザーなどの都市・町からの要望への呼応がある。 

他国の民間事業者に認可付与がされるかどうか等の条件は未定だが、市場は合法化に対して反応

し、カナダで上場しているメディア企業で、米国でスポーツベッティングを実施している the Score

等の株価は期待から 11 月 25 日～30 日の間で株価は大幅に値上がりしている。 

また、カナダ政府は現在の非合法ベッティング市場の規模を 1.5 兆円と見積もっており、大きな

潜在市場が存在しているものと思われる。 
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３－２－５ 米国周辺国のスポーツベッティング合法化状況 

 

図 40 米国周辺国の合法化状況 

（出典：H2 Gambling Capital より筆者作成） 

 また、その他の米国周辺国の合法化状況を見ると、中南米のメキシコとコロンビアでは合法で、

アルゼンチンでは政府運営下で合法とされている。 

オンライン・オフライン合計のスポーツベッティング市場規模はカナダで 452.1 億円、メキシコ

で 43.7 億円、アルゼンチンで 45.9 億円、そして中南米最大はコロンビアの 745.5 億円であった。 
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３－２－６ 米国周辺国のスポーツベッティング市場規模 

 

図 41 オフラインスポーツベッティング市場規模 

（出典：H2 Gambling Capital より筆者作成） 

2019 年における米国周辺各国のオフラインスポーツベッティング市場規模（※ここでの市場は市

場流通額からユーザーへ払い戻した額を差し引いた額を意味する）を見ると、アルゼンチンが3,340

万ドル、ブラジルが 1,790 万ドル、カナダが 3 億 310 万ドル、メキシコが 3,940 万ドル、そしてコ

ロンビアが 6 億 3,260 万ドルと、頭一つ抜けた市場規模を持っていた。 

一方で、今後はアルゼンチン、ブラジル、メキシコでの市場規模が拡大すると予想される中、コ

ロンビアとカナダの市場は縮小するとみられていた． 
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図 42 オンラインスポーツベッティング市場規模 

（出典：H2 Gambling Capital より筆者作成） 

2019 年における iBetting の市場規模（※ここでの市場は市場流通額からユーザーへ払い戻した額

を差し引いた額を意味する）を見ると、ブラジルが 0 万ドル台、メキシコが 30 万ドル、アルゼンチ

ンが 840 万ドル、コロンビアが 4,510 万ドルとされている中、カナダが 1 億 790 万ドルと他を圧倒

している。 

しかし、2025 年の予測を見ると、カナダが 1 億 7,820 万ドルに対して、ブラジルが 4 億 3,800 万

ドルに急増し、他国と大きく差を開けると予測されている。 

 

３－２－７ DraftKings のスポーツ団体へのスポンサード状況 

2018 年にスポーツベッティングが州によって合法になったことから、スポーツベッティング企業

のスポーツ団体（リーグ・チーム等）へのスポンサードが開始された。 

DraftKings は 2019 年よりスポンサードを開始していた。そして、2018 年～2020 年のスポーツ

ベッティング企業の新規のスポンサードを見ると、上位 4 社は DraftKings、BetMGM、
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PointsBet、FanDuel の順であり、それぞれ、14 団体、12 団体、8 団体、6 団体にスポンサードし

ていた。 

また、上位４社以外にもスポーツ団体にスポンサードしている企業は 17 社あり、それぞれのス

ポンサー先は 1～2 件程度であった。 

また、2020 年の新規スポンサードに限ると、DraftKings と PointsBet、FanDuel の順であり、そ

れぞれ、12 団体、11 団体、8 団体にスポンサードしていた。なお、William Hill の新規スポンサー

ドはなかった。 

表 2 DraftKings のスポーツ団体へのスポンサード一覧 

 

（DraftKings の公式 HP より筆者作成） 

DraftKings は 2019 年においてスポンサードしていたのは 2 団体であったが、2020 年においては

12 団体にスポンサードを拡大していた。そのうち、オフィシャルスポーツブックパートナーが 10

チームあり、NFL が 2 チーム、NBA が 4 チーム、NFL が 2 チーム、MLB が 2 チーム、オフィシ

ャルリーグパートナーにはゴルフの PGA、アメフトのプロリーグ・XFL の 2 リーグであった。 

 そして、スポンサードの対価として、例えばデトロイト・ピストンズの場合、DraftKings のアプ

リをダウンロードすることで、ユーザーは無料でデトロイト・ピストンズのベッティングサービス

年 スポンサード先 チーム名等

2020 NHL ナッシュビル・プレデターズ

2020 NBA デトロイト・ピストンズ

2020 NFL フィラデルフィア・イーグルス

2020 MLB コロラド・ロッキーズ

2020 NFL ニューヨーク・ジャイアンツ

2020 MLB シカゴ・カブス

2020 PGA Tour ー（ツアー単位）

2020 NBA フィラデルフィア・76ers

2020 NBA インディアナ・ペイサーズ

2020 XFL ー（リーグ単位）

2020 NBA ニューヨーク・ニックス

2020 NHL ニューヨーク・レンジャーズ

2019 NBA ー（リーグ単位）

2019 MLB ー（リーグ単位）
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に参加できるようにしていた。また、デトロイト・ピストンズの本拠地があるミシガン州在住者が

DraftKings に登録すると 200 ドルをもらえるキャンペーンを実施していた。 

 なお、ゴルフの PGA ツアーとは複数年にわたるコンテンツとマーケティングのパートナーとな

ることを発表し、PGA 初のオフィシャルベッティングオペレーターに指定された。 

 

表 3 PointsBet のスポーツ団体へのスポンサード一覧 

 

（PointsBet の公式 HP より筆者作成） 

PointsBet は 2019 年には Topgolf のみにスポンサードしており、Topgolf がニュージャージー州

で開催する大会の賞金 2 万 5,000 ドルを提供していた。 

翌 2020 年には 11 団体とスポンサー契約を結び、連携先を一気に拡大させた。11 団体のうち、

オフィシャルスポーツブックパートナーが 7 チームで、その内訳は NFL が 2 チーム、MLB が 2 チ

ーム、NBA が 2 チーム、NCAA が 1 チームであった。そのほか、オフィシャルリーグパートナー

が PGA、MLB、XFL と NBA の 4 リーグとなった。  

 MLB ではデトロイト・タイガースとの契約を発表し、MLB フランチャイズと提携した米国史上

初の合法的なスポーツベッティング会社になっていた。また、NCAA に所属するコロラド大学と

NCAA 初のスポンサーシップ契約も締結し、PointsBet の広告と同校生徒に対して就職機会を提供

する取り組みを発表していた。 

年 スポンサード先 チーム名等

2020 NFL シカゴ・ベアーズ

2020 NFL インディアナポリス・コルツ

2020 NCAA コロラド・バッファローズ

2020 PGA Tour ―（ツアー単位）

2020 NBA インディアナ・ペイサーズ

2020 NHL コロラド・アバランチ

2020 NBA デンバー・ナゲッツ

2020 MLB ―（リーグ単位）

2020 MLB デトロイト・タイガース

2020 XFL ―（リーグ単位）

2020 NBA ―（リーグ単位）

2019 Topgolf ―
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表 4 FanDuel のスポーツ団体へのスポンサード一覧 

 

（FanDuel の公式 HP より筆者作成） 

 FanDuel は 2018 年に NBA と NFL の 2 リーグのオフィシャルリーグパートナーになっていた。

2019 年は MLB とスポンサー契約を結んでいた。 

2020 年は 5 団体とスポンサー契約を結んでいた。オフィシャルリーグパートナーとして PGA と

契約し、オフィシャルスポーツブックパートナーとして NBA が 2 チーム、MLS が 1 チーム、NFL

が 1 チームの計 4 チームと契約していた。MLS の DC United は FanDuel にとって初となるサッカ

ーチームとのパートナーシップであった。 

 

表 5 William Hill のスポーツ団体へのスポンサード一覧 

  

（William Hill の公式 HP より筆者作成） 

 

年 スポンサード先 チーム名等

2020 NBA デトロイト・ピストンズ

2020 NBA メンフィス・グリズリーズ

2020 MLS DCユナイテッド

2020 PGA Tour N/A

2020 NFL デンバー・ブロンコス

2019 MLB ー（リーグ単位）

2018 NBA ー（リーグ単位）

2018 NHL ー（リーグ単位）

年 スポンサード先 チーム名等

2019 NBA ワシントン・ウィザーズ

2019 NHL ワシントン・キャピタルズ

2019 NBA ―（リーグ単位）

2019 NHL ―（リーグ単位）

2018 NHL ニュージャージー・デビルズ

2018 NHL ベガス・ゴールデンナイツ
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 William Hill は 2018 年に NHL の２つのチームのスポンサードを行った。2019 年は NHL と

NBA の 2 リーグのオフィシャルリーグパートナーになっていた。しかし、2020 年のスポーツ団体

への新規スポンサードはなかった。 

 

３－３ ブランド認知の状況 

 

図 43 ブランド認知の状況 

（DraftKings Investor Presentation(2020 年 1 月)より） 

2018 年 4 月、Arnold Worldwide が実施した、21～54 歳のオンラインスポーツ賭博者 447 人を対

象とした全国調査した「スポーツベッティングでお金を稼ぐことを考えた時、最初に思いつくブラ

ンドはどのブランドですか？」という質問に対して、1 位は DraftKings が 22％、FanDuel が 13％

で次ぎ、この 2 社が他社を圧倒していた。なお、3 位以降には、Yahoo、スポーツ中継専門の ESPN

や CBS Sports、イギリス大手の Betfair、世界最大級のスポーツブックメーカーBet365、競馬に力

をいれる TwinSpires などが想起された。 
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４ 考察 

 DraftKings の成功要因、課題、そして展望について、ビジネスの特徴から、下記のように分析で

きた。 

４－１ DraftKings の成功要因 

４－１－１ ファンタジースポーツによる顧客の獲得 

財務分析から現状では利益は出ていないにも拘わらず、資金調達の戦いにおいても DraftKings が

高い企業評価を得ているポイントは、以下の３つに集約される。 

１）ファンタジースポーツの会員規模 

スポーツベッティング合法化の前からファンタジースポーツで多くのユーザーを保有しており、

そもそもの顧客ボリュームと、運営実績を評価され、インターネット上での顧客数を成長させてい

ることで将来キャッシュフローの増加を期待されており、リアルな土地への集客が必須であるカジ

ノ業者よりも高い評価に繋がっている。 

２）ファンタジースポーツの顧客との親和性 

ファンタジースポーツスポーツの顧客はスポーツベッティングと親和性が高く、それまでファン

タジースポーツに親しんでいた顧客がスポーツベッティングを行うようになったと考えられる。 

３）オンライン顧客の確保 

カジノ由来のオペレーターは、オンラインの顧客を保持しておらず、デジタル化への対応に出遅

れた一方、Draft Kings はファンタジースポーツ由来のスポーツベッティング企業であり、オンライ

ンの顧客がそもそも多数を占め、デジタル化が進んでいた。 

上記の結果、カジノ由来の企業よりも高いシェアを得ていた。 

４－１－２ SPAC を利用した新しい調達 

Draft Kings は SPAC を利用したことで、新しい資金調達方法を確立させた 

１）顧客獲得への投資 

株式市場より 2 兆円の資金を調達することに成功した。これにより、顧客獲得競争における広告

宣伝費において、時価総額 2.7 兆円の英国大手 Flutter から 2500 億円の資金調達を行った競合の

FanDuel 等に対抗できた。 

２）コンテンツホルダーへのスポンサー 

ユーザーに対するブランド認知度の向上に資金を投下できた。 
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上記によって、他の企業に引けを取らない広告投下と、ブランド認知の面で優位なポジションを

得ることができた。 

 

４－２ DraftKings の課題 

DraftKings の課題は顧客獲得競争の過熱化と新たな事業者の参入という２点である。 

競合には英国の大手ブックメーカーで財務的に安定している Flutter の資本が入っている FanDuel

がおり、2019 年末にはシェアを奪われ、2 位に下落している。 

DraftKings の資本政策および、技術獲得の結果から、技術を独占することなく、同業他社とのサ

ービス内容の差別化要素が薄いためコモディティ化が進み、金融業と同様の「規模と効率」の競争

に向かっている。 

FanDuel と合併することで過当競争を避けたいはずだが、連邦取引委員会に制止され、合併は難

易度が高いことから今後は過当競争が成長の阻害要因となる恐れがある。 

そして、サービスの差別化要素が薄いことから、顧客基盤を持つゲームや SNS 産業のような他の

業種からの競合の参入に脅かされることも考えられる。 

実際、調達した資金の大部分はキャッシュバックを含めた広告費に費やされ、収益性は現状高い

とは言えない。また、現在の顧客は競合企業による同様のキャッシュバックにより離反しているた

め、シェアを落としていると思われる。 

 

４－３ DraftKings の今後の発展 

 2019 年時点で米国内のスポーツベッティングにおけるオフラインとオンラインのシェアは半々で

あるが、成長率で見ると今後オンラインベッティングのシェアが格段に大きくなっていくことが見

て取れる。 

現状 FanDuel によりシェアを奪われてはいるが、企業体力の大きさだけが米国 IT ビジネスにお

いての強みではない。プロダクトを猛烈なスピードで磨き切ることで、顧客から支持され、猛烈な

スピードで成長を遂げる企業が育つ文化や背景が米国の IT ベンチャーにはある。独立系で意思決定

スピードの速い DraftKings が再度シェアを伸ばすことは十分に考え得る。 

インターネット上に大量の顧客データを保持し、頻繁に現金を流通させるというビジネス観点の

みならず、最も多くスポーツ団体へスポンサードを行っているという実績（社会的観点）の双方か

ら、スポーツ団体にとっては無くてはならない存在としての認知が進んでおり事業としての永続性

が高く、GAFA に通じる新たなプラットフォーマーになりうる存在とも考えられる。 
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また、GAFA 等のプラットフォーマーの例に鑑みると、カナダなどの進出成功を皮切りに、大き

なスポーツベッティングマーケットである英国・日本・オーストラリア等へのグローバル進出を検

討することも考えられる。 

 

４－４ 米国スポーツベッティングの展望 

 Draft Kings のようなオンラインスポーツベッティングオペレーターが成長することで、スポーツ

団体へのスポンサードを通した資金の還流により、各競技の強化、普及に繋がり、米国スポーツ界

の発展に寄与していくことが考えられる。また、政府もスポーツベッティング事業者から税収を確

保しており、ニュージャージー州がスポーツベッティング解禁に向けた動きを行い新たな税収確保

をするという当初の目的も達成をしており、スポーツベッティングが認められる州も今後増加する

ことが予想され、DraftKings の売上規模拡大に向けた事業環境は悪くない。 

 突き詰めると、それはスポーツの競技力や演出力やホスピタリティ力の充実に繋がり、スポーツ

ビジネスの拡大再生産という好循環をもたらすことが予想される。 

 

 

図 44 スポーツベッティング市場における資金循環サイクル 
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５ 結論 

 2018 年の合法化以降米国のスポーツベッティング市場はカジノなどのリアルビジネスから、急速

なネット化が進んだ。 

 DraftKings のこれまでの成長の軌跡は、ファンタジースポーツ会員の顧客基盤と資金調達力

により、2018 年の合法化以降、オンラインスポーツベッティングの中核となり市場の成長を牽

引してきた。 

 一方で、差別化が希薄で、顧客獲得競争の過熱化により、調達資金の大半を販促費に費やし、

利益度外視の価格競争などの不安要素があることが明らかになった。  
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